
Ⅴ 風景づくり推進地区





59

１．風景づくり推進地区の位置づけ

（１）風景づくり推進地区の位置づけ

飯山市は、北陸新幹線飯山駅による交通拠点を含む都市機能が集積した中心市街地、寺町

や飯山城に代表される歴史的まち並み、広い農地と集落が作りだす田園風景など地域固有の

風景を有する地区が存在します。良好な風景づくりを推進するためには、これらの地区の個

性を生かし、魅力を更に高めていく必要があります。

そこで、本計画では、景観計画区域のうち、飯山市の風景の代表選手的な役割を担い、風

景づくりの施策をより重点的に展開する地区として「風景づくり推進地区」を定めます。こ

の風景づくり推進地区は、地区住民等の合意形成に基づき、独自の風景づくりの目標や方針、

基準などを定め、特徴のある風景資源や個性を活かした風景づくりに取り組みます。

（２）風景づくり推進地区の指定の考え方

風景づくり推進地区は、「飯山市の歴史的資源が集積する地区」、「良好な市街地環境を有す

る地区」、「拠点となる地区」、「新たに市街地を形成する地区（土地区画整理事業等）」などに

おいて指定を検討します。

■風景づくり推進地区の条件

 歴史的特徴のある風景を有する地区

 自然と人々の営みとが調和した風景を有する地区

 眺望など優れた風景を有する地区

 河川、道路に沿って特徴ある風景を有する地区

 その他、風景づくりの上で必要と認める地区

（３）風景づくり推進地区で定める内容

風景づくり推進地区では、地区住民の合意により次の事項に関する内容を定めます。

・ 風景づくり推進地区の名称

・ 対象区域及び面積

・ 良好な風景づくりに関する方針

・ 風景づくりの基準（行為の制限：建築物の配置・規模、意匠・形態・材料、その他）

・ その他必要な事項（屋外広告物の掲出、風景資源の管理に関する事項、その他）
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（４）風景づくり推進地区の指定の方法

風景づくり推進地区の指定については、下記の示す手順を基本に進めます。手続きについ

ては、指定を想定した地区で協議会を設置し、風景づくりの計画づくりを地区住民の合意形

成を図りながら進めます。決定に際しては、景観審議会等の意見聴取を経て本計画に位置付

けます。

景観協議会や地区などからの要望を受け、地区と行政が協議しながら対象とする区

域を決めます。

・ 風景づくり推進地区の指定を想定した地区での協議会設置の準備

・ 風景づくり推進地区協議会の設置

地区住民を対象に、風景づくりの勉強会を開催します。現地踏査、視察、ワークシ

ョップ方式による意見交換などを行いながら、風景づくりの計画をつくります。そ

の中で、風景づくりの方針や基準案をつくり、地区住民の合意形成を図ります。

・ 勉強会（現地踏査、視察、ワークショップ方式による意見交換）

・ 風景づくり推進地区景観計画（案）の策定

景観計画に位置づけをするために、広く地区住民を対象とした説明会やパンフレッ

ト等による啓発活動などを行います。併せて審議会等の意見聴取を行います。

・ 景観審議会等への意見聴取

・ 説明会の開催、パンフレット等による啓発活動

・ 風景づくり推進地区の景観計画の決定

・ 告示
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２．風景づくり推進地区の候補地

風景づくり推進地区の指定に関する考え方を踏まえ、風景づくり推進地区の候補地として

下記に掲げます。

（１）愛宕寺町地区

歴史的な寺町とともに仏壇街としてまち

並みを形成している地区

■主な風景資源

 寺院の集積

 寺巡り遊歩道

 愛宕町仏壇街（雁木通り）

■問題点、課題

 仏壇街と寺院集積地との融合

（２）小菅地区

小菅神社へ至る沿道を中心に歴史的な雰囲気を残す集落が形成されるとともに、眺望など

優れた風景を有する地区

■主な風景資源

 小菅神社等の寺社建築物

 参道（杉並木）

 沿道の伝統的な民家、土蔵

 千曲川方面への眺望

■問題点、課題

 空き家、耕作放棄地（荒廃農地）

 地区住民の高齢化



62

（３）福島地区

福島神社へ至る沿道を中心に、歴史的な雰囲気を残す集落が形成されるとともに、眺望な

ど優れた風景を有する地区

■主な風景資源

 寺社建築物、石仏

 沿道の伝統的な民家、土蔵

 石積みの棚田

 千曲川方面の眺望

■問題点、課題

 空き家、耕作放棄地（荒廃農地）

 地区住民の高齢化


